
腰

。長崎くんちの龍臨なふ 県内郷土奏能資料を常識晟番呟 無理な時はレプリカか映像船 る。※l

。広場では土日に、県内御磁邪鵡醐拗イベントを― る。郷掛 躍
のレストランや物 廟 融 鰯 藤 2

・長崎くんちと同様の石曇と可動式観鷲庸を導入し、郷と譲駐繊鎌と見物が容易になる。※8

・県内にある芸能の本物をす堂に展示見学にすることで、辮 に次は市町村に行き地開でぷ藩を見たいと思わ
せた彰、そして各市町猫親洸地府係と連携し広域ルートを提示し、長崎暴観光ジど―夕載 尋を必五う。※4

※1 剛理躙影離 文r閉押珈 0件、卿嘲須給文f野期925件、な島
(グラバ‐国内)各円嚇醐翻賭駐声島

※2 長崎阿職陀年での日簡くんちと口南まつり (4～ 11月 )、 開1協
長崎県鶴俗芸能大会。熟教奮委員会、長簡郷駐姜熊大会・r肢イ堪露串盛、朧

※3 県差体背館伊リーナカプト灘為 の可動式議驚薄等と掲崎くんちの石撮な島
※4 長嬌県内各地の世界造産 蓬為革命造灌と潜伏キンシタン進睦 との連携を図る。

目的

。長崎脚 料館は、資料め 、後継譜弯成、観光滞報発信、街づくり、などに騨目み、現れ
のF写題点に改善対応し、展添1勤日えてこれからの時代旧効果のある保霜継承施設を目指す。

B'蒋腕理騨崎くんち御隊所どしても希ll用 し、可動式観路庸は毎年の機激席設営の費用を削減出来る。使用しない

時織倉庫にコンパクトに収納出来るので、広場の自由自在な配置と不ll用が可能となる。

・本来なら,ず見学に何日付範所も時間と手間がかかるものを、lヶ蕨短時間で県内各地の

"出
来る。

・土日には県内妻能の実演イベントを行い、地昴の時産品販売なども同時に安施し服わいを図る。

・マスコミでの宣伝や旅府瞼性と趨携し、学会攀ヨンベンションの分科会場やアフタ■施設として謗敬し、それ
に加えて以外にもSNSによる員崎県内の静鍛隠な などで長崎ファン襲特を狙)。

・併穀する蜘 で燻・産品の跛臨拡大、レストラン0阻熟駐餌懸無 とこよる消斃拡大を図る。

・長崎くんちは長崎の町人文イヒ蝶 六成であり、活用することは「まちナ奮ヵ刊商店街の顔興策になり、趙 の賛
意を得ることになる。このことは各地域の繰絶行事にも同じようメ融 ヵ営生き続いているので〔長崎県内各地
の振興に寄与することになると倍じ

―
る。


